


例　言
1　本書は、岩手県盛岡市下太田方八丁・中太田方八丁ほか

に所在する，国指定史跡志波城跡の平成 26~29 年度発掘

調査報告書である。

2　本書の編集・刊行は，盛岡市教育委員会事務局歴史文化

課と盛岡市遺跡の学び館が行い，執筆を津嶋知弘（遺跡

の学び館）・今野公顕（歴史文化課）が担当した。

3　遺構平面位置は，過去の調査成果との整合性を図るため，

世界測地系を日本測地系に変換・使用し，平面直角座標

Ⅹ系を座標変換した調査座標で表示した。調査座標原点

〔X − 35,000.000，Y +23,700.000〕（日本測地系座標値）=

〔RX ± 0，RY ± 0〕（調査座標値）

4　高さは，標高値をそのまま使用した。

5　土層断面図は堆積のしかたを重視し，線の太さを使い分

けた。層相の観察にあたっては『新版標準土色帖』（農林

水産省農林水産技術会議事務局監修）を使用した。

6　遺構記号は次のとおりとした（本書掲載分）。

7　古代の土器区分は，土師器・あかやき土器・須恵器に分

類した。「あかやき土器」の名称は，ロクロ使用の酸化煙

焼成土器（坏類，甕類，鉢）に使用し，ロクロ使用の内

面黒色処理の坏類は土師器に分類した。

8　発掘調査に伴う出土遺物及び諸記録は，盛岡市遺跡の学

び館で保管している。
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1.志波城跡の概要
志波城跡は，盛岡市の南西部に位置する（挿図1）。

遺跡の総面積は約 75 万㎡と広大であり，地番とし

ては，下太田方八丁（東半部）・新堰端（南東部）・

林崎（北東部）・宮田（北東部），中太田方八丁（西半

部）・法丁（北西部）・吉原（北西部）・小沼（北西部），

上鹿妻五兵衛新田（南西部），本宮大宮（東部）・林

崎（南東部）と11地区にわたって所在する（第1図）。

遺跡の立地は，北上川と雫石川が作り出す低位沖

積段丘面にあり，この沖積段丘は水成砂礫層を基底

とし，その上に水成シルト層が乗り，表土が覆って

いる。

この地域は平坦地が広がり，北上川沿いには南の

北上・胆沢方面と，雫石川沿いには西の秋田方面と

連絡できる交通の要衝に位置する。

　「志波城」は，奈良・平安時代に東北地方に造

営された「城柵」のひとつである。古代日本の律令

制度は，全国の土地と人民を政府が直接支配する中

央集権体制であり，全国を国郡里という行政単位で

治めていたが，東北地方北半はその範囲外であり，

人々は「蝦夷（エミシ）」と呼ばれ，「化外の民」とみ

なされていた。城柵はその東北地方を治めるために

律令政府が造営した行政府兼軍事拠点であり，文献

記録には 20 以上の「柵」「城」「塞」の名前が確認さ

れる。古代陸奥国では，神亀元年（724）に現在の宮

城県中央部に「多賀城」が造営され国府となり，8 世

紀後半代までに県北部までが，律令統治下に組み込

まれたと考えられている。延暦 21 年（802）に岩手

県奥州市水沢九蔵田の地に「胆沢城」が，志波城は

その翌年，延暦 22 年（803）に盛岡市太田・本宮の

地に造営された。しかし文献記録によれば，志波城

は近接する河川の氾濫による水害を理由に，10 年後

には約 10 km南の矢巾町徳田の地に新しく造営され

た「徳丹城」に主な機能を移転している。志波城は，

これまでの調査成果から，古代陸奥国最北・最大規

模であることが判明しており，律令政府の最前線拠

点であったといえる。

2.これまでの調査
志波城跡は，かつて字名より「太田方八丁遺跡」

と呼ばれており，本格的な発掘調査は，昭和 51・

52 年度の東北縦貫自動車道建設にともなう調査（岩

手県教育委員会）を契機として始まった。この調査

では，築地塀跡や大溝，多くの竪穴建物群などが検

出され，太田方八丁遺跡は所在地が不明であった

「志波城跡」ではないかと注目を集めた。それを受

け，盛岡市教育委員会が範囲確認調査を実施。遺跡

の範囲・規模などの基本構造が明らかになり，「志

波城跡」であると認定された。その後，昭和 59 年

には国指定史跡としての告示を受けた。

この成果をふまえ，盛岡市教育委員会は史跡整備

を目標に，継続的に内容確認調査を実施する一方，

昭和 63 年度には「史跡志波城跡保存管理計画」を策

定した。その後，平成 2 ~ 8 年度は第Ⅰ期保存整備

事業に伴う外郭南辺部・南大路の構造解明と政庁東

方官衙域範囲確認の調査を実施，平成 9 ~ 21 年度

は第Ⅱ期保存整備事業に伴う政庁・官衙域及びその

周辺の構造解明を目的とした調査を実施，そして平

成 22 ~ 25 年度は第Ⅲ期整備事業に伴う外郭東辺及

び西辺の構造解明を目的とした調査を実施した。

平成 5 年度以降は，上記の調査の成果を踏まえ，

外郭南門・築地塀・櫓・大路などの復元整備を開始

し，平成 9 年度に「志波城古代公園」として開園，

年間約 2 万人以上の来訪者を数えている。平成 12

年度以降は，政庁南門・築地塀・東西門・官衙建物

などを復元整備し，順次公開範囲を拡大。平成 23

年度以降は外郭東西辺の環境整備と竪穴建物の復元

整備，南辺入口広場のガイダンス施設建設を行い，

平成 28 年度に事業完了している。

発掘調査は，昭和 51 年度（1976）から平成 29 年

度（2017）までの 42 年間に，のべ 112 次，170，484㎡

を対象とし，遺跡総面積約 750，000㎡（指定地外を

含む）のうち，22 .73 %を調査している（第 1 図）。

Ⅰ　調査経過
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3.志波城跡の構造と規模
外郭規模は，840 m四方（方八町）の築地塀と約

930 m四方の土塁をともなう外大溝で二重に区画さ

れている。その規模は，陸奥国府多賀城（不整方八

町）に匹敵するものである。また，志波城跡の北東

に隣接する林崎遺跡と，南に隣接する田貝遺跡・新

堰端遺跡においては，外郭築地線からそれぞれ外側

1 町（約 108 m）の位置に大溝を確認しており，その

埋土や出土遺物が外大溝に類似していることから，

外大溝の外側を走るもう 1 条の区画溝（通称「一町

溝」）をともなっていたと考えられる。

郭内は，中心からやや南寄りの位置に「政庁」，

その周囲には実務を執り行った「官衙域」，外郭築

地塀の内側一町（約 108 m）幅で兵舎や工房として

の機能を持つ竪穴建物が配置されていた。志波城内

の主要建物は掘立柱建物であり，礎石建・瓦葺のも

のは確認されていない。

中枢施設である政庁は，150 m四方を築地塀で区

画し，四方に門を持つ。この政庁規模は，鎮守府胆

沢城の 3 倍，国府多賀城の 2 倍の面積であり，城柵

最大規模である。政庁では，四方の門跡，正殿跡・

東西脇殿跡のほか 11 棟の建物跡と，目隠塀跡など

を確認している。政庁内北側には後殿がなく，規格

的に配置された建物跡は，志波城の特徴のひとつと

いえる。

官衙は，政庁の南東方・南西方・東方に，掘立柱

建物跡を確認している。政庁・官衙域の主要な掘立

柱建物は，柱が抜き取られており，徳丹城へ運ばれ

た可能性も指摘されている。

竪穴建物は，これまでの調査における遺構密度か

ら，外郭沿いに約 1，100 ~2，200 棟建築された（建

て替えあり）と推定される。郭内に多数の竪穴建物

を内包している点は，志波城の大きな特徴である。

竪穴建物からは，武具や農工具（鏃
やじり

・小
こ ざ ね

札・馬具，鎌・

斧・釘）などの鉄製品が多数出土しているほか，小

鍛冶を行っていたと考えられる竪穴建物も検出して

いるが，その主な機能は「鎮兵」の兵舎であったと

考えられる。また，「佐
さ み

未」（新潟県・越後国頸
く び き

城郡

内の郷名か），「上総」（千葉県）とある墨書土器は鎮

兵の派遣元を，「酒所」「厨」とある墨書土器は城内

の使われ方を示す貴重な文字資料である。

4.平成26〜29 年度の調査
平成 26 〜 29 年度は，第 111・112 次の 2 地点，

計 190㎡の調査を実施した（第 1 表）。すべて，現状

変更にともなう調査である。

5.体制
［調査主体］  盛岡市教育委員会

［事 務 局］  盛岡市教育委員会事務局 歴史文化課

［調 査］ 盛岡市教育委員会事務局 歴史文化課

 盛岡市遺跡の学び館

［指 導］  文化庁文化財部記念物課

 岩手県教育委員会生涯学習文化財課

［史跡整備委員会］

平成 26 年度:上野邦一（顧問），田中哲雄（委員長），

西村幸夫，山中敏史，西山和宏，山田晃弘，倉原

宗孝，樋下正信，嶋千秋

平成 27 年度:上野邦一（顧問），田中哲雄（委員長），

西村幸夫，山中敏史，西山和宏，山田晃弘，倉原

宗孝，樋下正信，嶋千秋

平成 28 年度:上野邦一（顧問），田中哲雄（委員長），

山中敏史，伊藤博幸，津村泰範，須田良平，倉原

宗孝，樋下正信，熊谷常正

平成 29 年度:上野邦一（顧問），田中哲雄（委員長），

山中敏史，伊藤博幸，津村泰範，須田良平，倉原

宗孝，樋下正信，熊谷常正，鈴木拓也

［発掘調査担当者（本書掲載）］

第 111 次調査（平成 26 年度） 津嶋知弘

第 112 次調査（平成 28・29 年度） 津嶋知弘

第1表　平成26〜29年度調査成果一覧
年度 次数 調査地点 調査原因 調査主体 面積（㎡） 調査期間 検出遺構

26 111 郭内北東部 進入路設置 市教委 37 14.10.31 なし

28・29 112 郭内北部 個人住宅建替，
浄化槽設置・水道配管 市教委 153 16.11.21-12.9

17.12.1-12.11 掘立柱建物跡 1，土坑 1，柱穴

計 190
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1.郭内北東部（第111次調査）
第 111 次調査は，個人住宅の進入路設置に係る

現状変更に伴う事前調査として実施した。当該地は

志波城跡の郭内北東部にあたり，周辺では昭和 52

年度（1977）の第 4 次調査，昭和 56 年度（1981）の

第 18 次調査において志波城期の竪穴建物跡 3 棟な

どが検出されており，外郭内部の竪穴建物（兵舎）

域にある。

進入路として拡幅となる範囲を重機により表土除

去し，現地表面下 40 ~50 cmの暗褐色土上面で遺構

の有無を確認したが，検出されなかった。遺物は，

表土内より 9 世紀代と考えられる土師器甕破片が

少量出土したのみである。結果的に調査範囲が狭

く，竪穴建物域の実態解明には至らなかった。

2.郭内北部（第112次調査）
第 112 次調査は，個人住宅建替え及び浄化槽設

置・水道配管に係る現状変更に伴う事前調査として

実施した。当該地は志波城郭内北部にあたり，政庁

築地線北西コーナーから約 150 m北西に位置する。

南隣は平成元年（1989）に発掘を行った第 48 次調査

区であり，志波城期と考えられる掘立柱建物跡1棟，

それに伴う雨落溝，土坑 2 基などを確認している。

本調査ではその雨落溝の延長が予想されるととも

に，当該地より約 20 m北には志波城北部に入り込

む旧河川（運河と想定）があり，荷揚げ施設等が存

在する可能性があった。

既存建物撤去後，住宅建築範囲を重機により表土

除去し，地表面下 30 cmの黒褐色土上面で遺構の有

無を確認したところ，志波城期の遺構が確認された

ため，部分的な最小限の精査を行い，遺構保護を

図った（第 2 図）。また，浄化槽設置・水道配管部

分は表土掘削時に調査を行ったが，遺構は確認され

なかった。

SB236掘立柱建物跡（第3図）
調査区の南端部に，第 48 次調査区から続く掘立

柱建物跡SB236 の柱の掘方 1 基の北部と，建物北

辺の雨落溝を7 .2mにわたって検出した。SB236 は，

東西の桁行 2間以上（3間，総長 9 .0 mか），南北の

梁行 2間（総長 4 .65 m）の構造を持つ掘立柱建物で

ある。桁行の柱間が約 3 mと政庁建物に匹敵する規

模であること，東西棟であること，そしてしっかり

掘り込まれた雨落溝が伴い，軒の出が南側で長く南

面建物と推定されることなどから，（仮称）北西官衙

域を構成する主要舎殿の 1 つである可能性が出て

きた。第 48・112 次調査区の所在する敷地の東西に

隣接する耕作地に，SB236 建物と品字形の配置とな

る南北棟の掘立柱建物が存在することも考えられ，

志波城北部の実態を解明する計画的な内容確認調査

の必要性が明らかとなった。なお本調査区の北半

部，SB236 建物の北方約 10 mの範囲には関連する

建物や施設等は確認されなかった。

SK461土坑（第3図）
検出されたSB236 雨落溝の北側に，不整隅丸長方

形の土坑が 1 基確認された。東西 1 .6 m・南北

0 .7 ~0 .8 m・深さ 0 .15 mであるが，その性格を明

らかにすることはできなかった。

Ⅱ　調査内容
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第1図　志波城跡全体図（1：4，000）
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志波城跡航空写真（南東上空から）

第112次調査区全景（北東から）

SB236掘立柱建物跡，SK461土坑，ピット（北西から）

SB236雨落溝断面（西から）

第1図版　第111次・第112次調査

第111次調査区全景（南から）

第112次調査区全景（南東から）

SB236掘立柱建物跡（北東から）

SB236掘方（北西から）
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方八丁・新堰端ほか
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41′
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2014.10.31 37 

現状変更

（進入路設置）
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水道配管）

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

志波城跡

第111次調査

第112次調査

城柵官衙 平安時代

なし
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要約
志波城跡は，平安時代初頭の延暦 22 年（803）に朝廷が造営した，古代陸奥国最北端・最大級の城柵である。

平成 28・29 年度の調査成果として，平成元年度の第 48 次調査区から続く掘立柱建物跡の掘方と周溝を検出し，
その規模と構造から（仮称）北西官衙域を構成する主要舎殿の 1 つである可能性を考えた。
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